
平成２５年７月２５日（木） 第１１２６号 

三陸沿岸道路  田老第６トンネル工事 
安全祈願祭が執り行われました 

 このたび三陸沿岸道路「宮古中央～田老」田老第６トンネル工事に着手することとなり、
被災地の一日も早い復興と工事の安全を祈念して、平成２５年７月２３日（火）に宮古市
田老字重津部地内において、安全祈願祭が執り行われました。 
 この工事は三陸沿岸道路（仙台市～八戸市）の平成２３年度第３次補正予算による新規
事業化区間（１１区間１４８ｋｍ）で初めて着手するトンネル工事となります。 
 安全祈願祭は、施工会社である西松建設株式会社東北支店が主催し、山本正徳宮古市長
をはじめ来賓、関係者約６０名が出席しました。 

位置図 
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 三陸沿岸道路「宮古中央～田老」間は、宮古市松山から宮古市田老を結ぶ、約２１ｋ
ｍの自動車専用道路です。 
 現道の線形不良区間、津波浸水区間を回避し、走行性が向上するとともに、所要時間
の短縮により救援物資の輸送拠点となる久慈港と宮古市間のアクセス性向上、救急医療
施設への速達性向上等の効果が期待されます。 

 ひとくちメモ・・・三陸沿岸道路  「宮古中央～田老」 



▲安全祈願祭会場 

式典の様子 

▲宮古市 山本正徳市長よりご挨拶 

▲三陸国道事務所 工藤栄吉所長が挨拶 ▲西松建設(株)東北支店 鳴石支店長よりご挨拶 

▲田老第６トンネル終点側（北側）坑口 
いよいよ本格的に掘削工事が始まります 

▲トンネル掘削時は、このブームヘッダー
という大きな機械が活躍します 

三陸沿岸道路は地域の
復興に必要不可欠なイン
フラ整備です。 
一日も早い全線開通に向
け協力・連携していきます。 

被災地の復興を牽引する
事業の一番最初のトンネ
ル工事を我が社が施工
することは光栄であり身
の引き締まる思いです。 

地域の皆様のご協力を賜
りながら、一日も早い全
線開通に向け、安全第一
に工事を進めてまいりま
す。 
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